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＜病棟連絡事項＞
・11/7（木）午前に1号機エレベーターを10分間止めての作業があります。その間はエレベーターの使用が出来ません。
・23号室と26号室のカーペットを優先して修繕してもらう事としています。フロアマットに変更時は居室内の患者様と荷物を一時的に移動する必要があります。
・満足度アンケートの結果が出ています。改善案の作成をしていきましょう。

＜患者様連絡事項＞
・加藤　進様～ピコスルファートナトリウム内用液1本処方。
・沼山　真紀子様～不調時ツムラ小青竜湯7回分、ヘパリン類似物質油性クリーム1本処方。
＜要注目患者様ケース検討＞
・田名部　幸子様～極少量の出血がタオルに付着したことで強迫的となっています。本日も排便時に尿が便座内に落ちた音が気になり落ち着かず来詰することがあります。またスタッフが居室内の掃除をしている際にベッドにぶつかることがあり気にする言動があります。
・鈴木　留美子様～昨準他室侵入、電気を消す、徘徊等の行動があります。起床後も全裸で廊下へ出て来られ尿失禁あり、更衣後は再入眠出来ています。日中は目立った行動はなく経過しています。
・一戸　節夫様～起床後から日中にかけて帰宅要求聞かれていますが不穏とならず経過しています。
・佐々木　康子様～深夜帯全裸になっていることあり、着衣後からホールに出て来られ以後不眠で経過しています。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・田端　香織様～流延や飲水要求確認行為変わらずにある事、夕方高笑いあり眼球上転が見られていた事、夜間は良眠出来ている事を情報提供行っている。診察時は外出に関する確認行為や眼球上転に関しては目が痒くてこすっていたと話されている。眼球上転に関し副作用によるものかと思われるとの事で薬剤調整あり、オランザピン錠（5）→（2.5）1T　1×朝食後へ減量あり、他継続処方となる。
・木村　柚子様～11/2頃から気分の落ちこみあり同室者についていけないと転出希望あり転出行っている事、11/3外出時「気持ちがうつで何もしたくない。就労支援も今は考えたくない。死にたい」といった言動あり、不穏時服用した経緯があった事を情報提供行っている。診察時は、就労アセスメントに関しては、徐々に慣れていければいいので行ってみて下さいとの主治医からの問いには小声で「はい」と言われ拒否的発言は聞かれず。落ち込みに関し薬剤調整を提案されるが、「追加でもらう薬で大丈夫です」と言われ薬剤調整無く継続処方となる。また主治医より、IF不穏時　リスパダール内用液0.5ml　1Pに関し「1日3回まで　3時間あけて」使用可と指示あり。
・沢田　秋子様～妄想言動なく食事も2/3～全量摂取されている事、血圧180台と高値も気分不快訴え無く過ごされている事を情報提供行っている。診察時は主治医からの問いに頷くのみ。点眼薬希望あり、シアノコバラミン点眼薬　1本処方となる。他変更無く継続処方となる。
＜皮膚科診察情報＞
・田名部　幸子様～両手乾燥著明で手にデルモゾールDP軟膏塗布するよう指示あり。

他同前処置。デルモゾールDP軟膏2本処方。
・高橋　サヱ様～両大腿部乾燥部位にデルモゾールDP軟膏塗布（デルモゾールクリームから変更）、発疹にテラマイシン軟膏+ガーゼで処置するよう指示あり。デルモゾールDP軟膏2本処方。
・坂本　敏子様～両足皮膚乾燥あり、デルモゾールDP軟膏1本処方となる。
